
   

1 

 

会 議 名 第２回 板橋区消防団運営委員会 

開 催 日 時 令和６年９月１１日（水） 午後３時３０分から午後４時００分まで 

開 催 場 所 板橋区役所４階 災害対策本部室 

出 席 者 

〔委員（敬称略）〕１４名 

  かまた悦子（都議会議員）、とくとめ道信（都議会議員）、 

  松田やすまさ（都議会議員）、田中やすのり（区議会議長）、 

  しば佳代子（区議会議員）、長瀬達也（区議会議員）、 

  一島ひろし（区議会議員）、わたなべ一美（区議会議員）、 

  小柳しげる（区議会議員）、松本欣也（板橋消防署長）、 

髙﨑剛彦（志村消防署長）、大野治彦（板橋消防団長）、 

山口彦市（志村消防団長）、石川隆彦（板橋防火防災協会会長） 

〔消防署〕 

 渡邉哲也板橋消防署警防課長、西谷和之志村消防署警防課長 

〔事務局〕 

  三浦康之危機管理部長 牧修造地域防災支援課長 

会議の公開（傍聴） 公開（傍聴できる） 

傍 聴 者 数 ０人 

議     題 
諮問事項「変化する社会情勢に適応した特別消防団の組織力を向上させ、

住民の負託に応え続ける方策はいかにあるべきか」 

配 布 資 料 

１ 次第 

２ 委員会名簿 

３ 板橋区消防団運営委員会答申案 

 所  管  課 
危機管理部 地域防災支援課 消防防災担当 

（電話３５７９―２１５８） 

 

発 言 者 発 言 内 容 

事務局 

地域防災支援課長 

本日はお忙しい中、第２回板橋区消防団運営委員会にお集まりい

ただき誠にありがとうございます。本日進行を務めさせていただき

ます板橋区危機管理部地域防災支援課長 牧でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

運営委員会に先立ちまして、今回委員にご就任いただいた方々の
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紹介をさせていただきます。委嘱状は机上に配布とさせていただき

ますので、お名前をお呼びしましたら、その場でお立ちいただきた

く存じます。 

～順番に紹介～ 

それでは、ただいまから第２回板橋区消防団運営委員会を開会い

たします。はじめに委員長より挨拶をお願いいたします。 

委員長 

坂本区長 
（あいさつ） 

事務局 

地域防災支援課長 

委員長、どうもありがとうございました。 

それでは、議事進行をお願いいたします。 

委員長 

坂本区長 

皆様のご協力をお願い申し上げます。それでははじめに板橋区消

防団運営委員会答申案の説明につきまして板橋消防署渡辺警防課

長から説明をお願いいたします。 

板橋消防署 

警防課長 

答申書案の説明の前に、前回の運営委員会でご質問いただいた内

容について回答させていただきます。 

質問内容としましては、「消防団協力事業者の数はいくつあるか」

というご質問いただきましたが、板橋区内１２ございますというこ

とで回答させていただきます。 

前回の消防団運営委員会でいただいた意見をもとに作成しまし

た、板橋区消防団運営委員会答申書案について説明をさせていただ

きます。 

 

（資料説明） 

委員長 

坂本区長 

ご丁寧に説明ありがとうございました。第１回の会議を受けて事

務局で、以上のようにまとめていただきました。 ありがとうござ

いました。 

ここからは、説明を受けまして、委員の皆様からご意見ご質問を

頂戴したいと思いますが、いかがでしょうか。 

Ａ委員 

検討事項１－１なのですが、消防団に入団していただけるような

組織を作っていくという理解なんですが、例えばパワハラとかハラ

スメントとかセクハラとか、そういったことの対策というのも念頭

においていかなければならないのではないかと思います。その点い

かがでしょうか。 

板橋消防署 

警防課長 

はい、ありがとうございます。確かに。 パワハラ、セクハラ等

ハラスメントは非常に重要な問題だと認識しております。日頃より

パワハラ、セクハラ等のハラスメントについて消防団員の方に情報

提供するなど、日頃より努力はしているところでございます。 

Ａ委員 

やはり消防団に入る時に本当に気になっているのは、本当に安全

なのかということがあるんですが、そこに対して興味があるなって

いう人が安心できるような、安全になると理解できるような、そう

いったような、アプローチっていうのもあった方がいいかと思うの

ですが、その点はいかがでしょうか。 

板橋消防署 

警防課長 

非常に怪我のリスクもある消防団の活動でございますが、日頃よ

り消防団希望される方には、活動内容と、危険について、またもし
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怪我をしてしまった場合の補償などについてもご説明していると

ころでございます。 

Ｂ委員 

資料を読ませて頂く中で女性の役割という観点が、見受けられな

かったように思いました。今年の能登半島地震におきましても、災

害時に女性の役割の重要性というものが言われております。  

例えばこの検討の１－１の段階でも２番目に多様なという一言

がありますので、是非とも組織の中でも女性の役割ですとかそれが

活性化につながっていて、地域のニーズにつながっていたという形

で、地域に応えられるこの方策につながっていこうではないかなと

いうふうにも考えているところであります。 

例えば女性特別の研修プロジェクトですとか、そのような形で何

か女性ならではの視点のものができるといいのかなというふうに

思いますが、その点についてはいかがでしょうか？ 

板橋消防署 

警防課長 

ありがとうございます。確かに女性の数も年々割合が増えてきま

して、女性の団員が果たすは役割も非常に重要なところになってお

ります。  

現在確かに女性のための研修というものも現在ございまして、活

動としましても応急救護と非常に女性の役割を発揮しているとこ

ろございます。引き続きそのような、研修等と実施していていけれ

ばと思います。 

Ｃ委員 

この取り組み、資機材ですとか、装備品の新調ですとか、家族に

対する取り組み、本当に私いいなと思っていて、女性の活躍に関し

ても、板橋消防団は女性が（全国大会で）準優勝というか、本当に

活躍活動しているというふうに私は思っていてこの取り組み継続

をしていただきたいと全面的に、私は支援するところなのですが。 

ちょっと一点だけ、克灰袋に関してなんですけども、東京都の見

解と違うのではないかなと思います。去年私都議会総務委員会で鹿

児島市に視察して、克灰袋はこれ継続的に火山灰が降り続けている

地域において、民間がやるべき取り組みとして克灰袋で、行政は９

４台のロードスイーパーをはじめとしたところで、行政回収と民間

回収といっているのですが、富士山噴火の場合が想定されると思う

のですが、一度に大量の灰が降る時において、家庭でこれ取るって

なかなか難しいところがあるのと、それから取ったものを鹿児島市

で土捨て場っていうところで一時的に捨てる場所があるのですね。

都内にはこれ、ちょっとない状況であります。東京都総務局の見解

としてはまだ個別で、こういうことはやめてもらいたいというのが

実際のところであります。連携をしていただいて、国が指針を出し

てないのが正直一番問題点でありまして、火山灰っていうものが産

業廃棄物に指定されていないので、仮置きをしなくてはならないっ

ていう取り扱いになっています。国が早く、これが何ですよって決

めてもらったら、一斉に都道府県におりていって、協議を始めるこ

とですので、一言だけ申し上げたいと思います。 

板橋消防署 

警防課長 

はい。ご意見ありがとうございます。そのようなところもっと確

認しまして書かせていただきます。ありがとうございます。 
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Ｄ委員 

私、鹿児島出身で、実は火山灰が１００ｍぐらい積もってるとこ

ろに長いこと住んでましたので、危険な存在だっていう認識ないん

です。現場にいる人たちはそういう実感はないと思うんですね。し

かし、これからその富士山の噴火が起きる可能性があるって言われ

ている中でちゃんと対応しているのかというのは、鹿児島で過ごし

ている人間から見ても、想像を絶するのではないかっていう感じが

しています。 

話が違いますけど、私の鹿児島では台風が来ることをですね、台

風銀座と言って、みんな喜んでるんですよ。台風銀座で台風が来て

雨が降らないと農作物が育たないそういうもう感覚があるんです。

一方でこの桜島が爆発をすれば、あの桜島の島っていうのはもう何

１００年も前に、あそこに錦江湾にできてるんで、今生きてる人た

ちはほとんど実感はないわけですよね。 それだけに今のお話があ

ったように克灰袋にちゃんと管理をして危険な状態にならないよ

うにするために、どうするかっていうのはやっぱり正確にですね、

あの伝えておくことは大事なのではないかなっていうことはとあ

ると思います。 

２つ目は、実はあの私が言うのはちょっときついかなと思うので

すが。 私大分この今日提案される中身を心待ちにしてて、何度も

何度もお伝えして、早く読みたいと早く見て、自分たちの認識で。

どうこれからやっていくのかっていうことをきちんと理解してな

いと、専門の方が作る文章を受け取っても、なかなか理解できない

というの前から経験したもので、何度も請求してご迷惑をかけたか

と思うんです。  

今度の台風の状況から見て、１０号でいかに深刻な事態になるか

っていうことを、現実の現場にいて、体験した人と遠くから見て拝

見した人たちいると思うんですけども、この文章のですね。冒頭に

あのものすごく気になってですね。「変化する社会情勢に適応し」

という、この書き出しは、消防団運営委員会の議論としてはもう少

しテーマを、自然災害に絞ってやらないと、もちろん社会情勢にも

いろいろあると思うのです。 最近の自然災害は水害だったり、震

災だったりいろいろありますよね。特にその水害で言いますと、も

のすごい深刻な水害がもう連続に続いている。それに対応する側が

追っつかないというぐらいになっている中で、テレビとか新聞見た

時に、後を追って、みんながあの立ち遅れないような報道しないと

要するに対応できない事態になってしまう。私たちだけじゃなく

て、プロ的な仕事をされてる消防団の皆さんにとっても、待ってる

だけではこの最近の自然災害っていうのは本当に深刻な地球的な

危機になってるだけに、そういうレベルにこうもう少し改善をして

いくっていうのを検討すべきじゃないかなと思います。 国の方も

そういう方向で、検討してるっていう話聞いてますから、ぜひこれ

からそういうことが起こり得る可能性があるだけに、我々がこの対

応する際に、立ち遅れないような、検討が非常に必要な状況になっ

てきてるのではないかなっていうことを１０号台風で痛感をしま
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した。  

ぜひその点も確保して対応よろしくお願いしたいと思います。私

どもも東京都の議会の場では検討が始まっています。国の機関と一

体になって立ち遅れないように努力をするってことが大事なので

はないかなっていうことを痛感をしております。 

板橋消防署 

警防課長 

ご意見ありがとうございました。この先活かせるような検討をし

ていきます。 ありがとうございました。 

委員長 

坂本区長 

ご質問またはご意見大変ありがとうございました。おかげさまで

２回目の今日の会議ここでまとめたいと思います。皆さんご協力誠

にありがとうございました。 

以上で第２回審議は終了させていただきまして、第２回板橋区消

防団運営委員会を閉会とさせていただきたいと思います。第３回に

つきましても、準備の方は事務局を中心に、ただいまいただきまし

たご意見もふまえながら、最終的なまとめにあの入っていただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。司会の方にマイクを回

します。どうもありがとうございました。 

事務局 

地域防災支援課長 

委員長ありがとうございました。 

以上をもちまして、第２回板橋区消防団運営委員会を閉会させて

いただきます。次回の委員会は令和７年１月２８日火曜日を予定し

ております。本日と同じく、午後３時３０分からこちらのお部屋に

て開催させていただきます。 委員の皆様には改めて書面でお知ら

せをさせていただきます。本日はどうもありがとうございました。 

 


